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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

肝臓学の発展と肝臓病診療の普及。 
肝臓専門医と次世代研究者の育成。 
多様な研究の包含と学際研究の推進。 

 
 
 
 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
米国肝臓病学会（AASLD）、欧州肝臓学会（EASL）と、毎年双方向性の共同シンポジウムを開催す
るなど、海外最大の肝臓に関する学術団体に対する日本で唯一のパートナー学会を務めている。ま
た、2024年から韓国肝臓病学会（KASL）、台湾肝臓病学会（TASL）と三者連携の組織（EALA、
East Asia Liver Alliance）を立ち上げ、アジアの肝臓学の研究者の連携と発展に努めている。 

 
 
 
 
 
 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

肝臓病診療の普及と市民啓発に努めることにより、国の定めた「肝炎対策基本法」の精神の具現化
に努めている。 
2023年 6 月に「奈良宣言」を発出し、健康診断における“ALT 30 超”を“慢性肝臓病（CLD）”発見
の糸口にするよう啓発を行った。  

 
 
 
 
 
 



ｄ.学会運営上留意している点 

若手の育成と女性活躍の推進。国際化。 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
新専門医制度に関して、日本内科学会、日本消化器病学会、日本内視鏡学会と密接に連携して対応
している。 
日本消化器病学会と共同で複数の診療ガイドラインを作成している（MASLD、肝硬変）。 
脂肪肝の研究、診療の向上を目指して、日本糖尿病学会と毎年合同研究会を開催している。 
2024年から日本病態栄養学会と共同で、肝疾患病態栄養専門管理栄養士の認定を開始した。 

 
 
 
 

 


